
 

 

田んぼの生物・文化多様性は守ることができるのか？ 
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独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金の助成を受けて開催されます。 



田んぼの生物・文化多様性は守ることができるのか？ 

〜田んぼの生物・文化 2030 プロジェクト実績報告会〜 

開催趣旨： 

 田んぼは、お米を作るとともに多くの生きものたちが育つ場でもあります。そんな、豊か

な湿地生態系としての水田を地域社会にとりもどす。それが「田んぼの生物・文化多様性

2030 プロジェクト」（略称 田んぼ 2030 プロジェクト）です。2021 年 12 月に小山市で開催し

た「田んぼの生物・文化多様性 2030 プロジェクト」のキックオフからまもなく３年となります。

この間には、生物多様性保全の国際目標である昆明・モントリオール生物多様性枠組に

基づいた生物多様性国家戦略が 2023 年 3 月に策定され、自然と生物多様性の回復へ向

かうネイチャー・ポジティブの展開や、保護地域拡大への自然共催サイトの選定が 開始さ

れるなど、社会的な状況も変化しています。 

「田んぼの生物・文化多様性 2030 プロジェクト」では、オンラインのミニフォーラムで生物と

文化、気候変動、農法などと生物多様性との最新の活動や研究を紹介してきました。 

参加者のみなさんとともに３年間の活動をふり返り、2030 年へむけての活動の進め方を

考えてゆきたいと思います。 

 

 

１．プログラム 

２．登壇者紹介 

３．レジュメ、資料等 

 

 

■主催：ＮＰＯ法人ラムサール・ネットワーク日本 

■共催： NPO 法人 民間稲作研究所 

■協力：全農、MS＆AD、コープデリ、 

■後援：上三川町 、小山市 
 
 
 
 
 



 
■プログラム 

 

 

11 月 23 日 

 エクスカーション 民間稲作研究所の圃場見学               14:00～16:00 

 

 

11 月 24 日 

［午前の部］ 10:00～12:30  

          

 １．なぜ「田んぼ 2030 プロジェクト」か？                  10:00〜10:30 

呉地正行（ラムサール・ネットワーク日本 理事） 

 

 ２．「危機に晒される水田農業と生き物たち」 

ー地球環境の悪化と水田つぶしの政策や農村の無人化の中で、水田の生き物たちにも危機が迫る           

10:30〜11:00 

          舘野廣幸（NPO 法人民間稲作研究所代表理事） 

 

 ３．「農林水産省の生物多様性保全の取組について」          11:00〜12:00 

         古林五月(農林水産省大臣官房 みどりの食料システム戦略グループ 

 地球環境対策室 課長補佐） 

 

４．中間見直し「田んぼ 2030 プロジェクト」              12:00〜12:30 

 金井 裕（ラムサール・ネットワーク日本共同代表） 

 

昼食                                  12:30〜13:30 

・ビーガン食レストラン「トリノ」による有機食材使用のカレー（デザート付き） 

 1,100 円 

 

［午後の部］ 13:30～15:00  

５.「マイ宣言とその後」キックオフ集会から 3 年            13:30～14:40 

 2021 年 12 月小山市開催のキックオフ集会で田んぼ 2030 プロジェクトへ参加宣言を 

 行った方々（各３分） 

 

まとめ 金井 裕                          14:40～15:00 

 

閉会 

 



 

２．登壇者紹介 

呉地 正行（くれち まさゆき） 

NPO 法人ラムサール・ネットワーク日本理事 

1949 年神奈川県生まれ．東北大学理学部卒．日本雁を保護する会・会長、

ラムネット J 共同代表などを努める．ガン類とその生息地の保護保全に

取り組み、市民参画型の自然再生運動や地域興しを実践し、循環型農業や

生物多様性水田として注目される「ふゆみずだんぼ」を広く紹介．日本鳥

学会鳥学研究賞（1981），日本鳥類保護連盟総裁賞（1994），「みどりの日」

自然環境功労者環境大臣表彰（2001）．生物多様性日本アワードグランプ

リ(2011)、ラムサール賞（2022）、山階芳麿賞（2022）受賞。主な著書に

「雁よ渡れ」（どうぶつ社），「いのちにぎわうふゆみずたんぼ」（童心社）など． 

舘野廣幸（たての ひろゆき） 

NPO 法人民間稲作研究所理事長、館野かえる農場代表 

NPO 法人民間稲作研究所、３０年前から無農薬・有機稲作を探究し、実現し

た稲の無除草・無農薬・生物多様性農法を全国へ普及を続けている。創立者

の稲葉光國氏の後を継ぎ 2022 年から理事長。 

 

 

古林五月（ふるばやし さつき） 

農林水産省 大臣官房  みどりの食料システム戦略グループ 地球環境対策

室 課長補佐 

農林水産省生物多様性戦略、見える化ラベルなど農業と生物多様性保全を担

当。全国各地や国際会議と飛び回る 

 

 

金井 裕（かない ゆたか） 

NPO 法人ラムサール・ネットワーク日本共同代表、日本ツル・コウノト

リネットワーク会長、日本野鳥の会参与。 

1982 年に日本野鳥の会に入局。2011 年 12 月末に退職。共著書に日本型

環境教育の提案（小学館）、宇宙からツルを追う（読売新聞社）、景相生

態学（朝倉書店）、保全鳥類学（京都大学学術出版会） 

 

舩橋玲二（ふなはし れいじ） 

NPO 法人ラムサール・ネットワーク日本理事、NPO 法人たんぼ理事長 

東京都出身。自然を活かした地域づくりのために、ＮＧＯや研究者とともに活動し

ています。現地の環境調査を元に、生物多様性地域戦略の策定や環境審議会等

での提案、世界農業遺産申請資料作成等を各地で行ってきました。 



１．何故「田んぼの生物・文化多様性 2030 プロジェクト」なのか 

呉地 正行 

  「田んぼの生物・文化多様性 2030 プロジェクト」は、2013-2020 年に行ってきた、

「田んぼの生物多様性向上 10 年プロジェクト」（田んぼ 10 年プロジェクト）の後継プロ

ジェクトです。 

2010 年に名古屋で開催された生物多様性条約 COP10 で、2020 年までに生物多

様性の回復をめざす 20 の「愛知目標」が採択されました。 「田んぼ 10 年プロジェク

ト」はこれを田んぼで実践する取り組みで、のべ 300＋の個人/団体にご参加・活動い

ただきました。またこの活動は、多様な NGO などを束ね、民間の立場から愛知目標

の達成をめざす、「にじゅうまるプロジェクト」にも参加し、その牽引にも貢献してきまし

た。更に、国連生物多様性の 10 年日本委員会（UNDB-J）の連携事業にも認定さ

れ、愛知目標の達成をめざすモデル事業として注目され、2020 年までに、大きな成

果を上げることができました。 

その一方、目標を達成できなかったものや、新たな課題も出てきました。そこで後

継のプロジェクトとして、「田んぼの生物・文化多様性 2030 プロジェクト」（略称：田ん

ぼ 2030 プロジェクト）を立ちあげることになりました。 

田んぼ 2030 プロジェクトでは、田んぼ 10 年プロジェクトを継承し、新たな仲間にも

ご参加いただき、田んぼの生物・文化の多様性の取り組みの普及をめざします。 

これまでの活動を通じ、田んぼの景観と生物相は、地域ごとに実に多様であること

が分かりました。またその多様な田んぼを支えてきたのは、地域固有の特性を活かし

た地域の方々の長年にわたる営みで、その重要性を再認識しました。新プロジェクト

では、それを「田んぼの文化」として位置づけ、プロジェクトの名称にも「文化」を取り

入れることにしました。 

田んぼの生物多様性と田んぼの文化は、長続きする農業を支える車の両輪で、ど

ちらが欠けても機能を果たせません。最近は田んぼの生物多様性の劣化に歯止めを

かけることが必要だという認識は、不十分ながら広がってきました。その一方で、それ

を支えてきた田んぼの文化の劣化は、未だ急速に進行しており、それに歯止めをか

ける取り組みは重要不可欠になってきました。 

田んぼ 2030 プロジェクトでは、田んぼを切り口として、生物多様性条約のポスト

2020 年目標（昆明モントリオール目標）と、よりよい世界をめざす国連の持続可能な



開発目標（SDGｓ）の考えを田んぼで実践できる目標に置き換えたものです。そして、

関連する活動である、持続可能な農業システムを支援する国連食糧農業機関（FAO）

の世界農業遺産（GIAHS）やユネスコの世界文化遺産、生物の多様性を育む農業国

際会議（ICEBA）への登録・取り組み団体などとの連携も深めながら、愛知目標（中期

ゴール）と、SDGｓのゴールの年でもある 2030 年までに、田んぼの生物・文化多様性

の主流化の達成をめざします。 

そのためには多くの方のご賛同とご参加が不可欠です。より多くの人の力で人も生

きものも元気な田んぼを取り戻し、それを未来世代に受け渡せる道を作り、広げてい

きましょう。 

 



田んぼの生物・文化２０３０プロジェクト  発表要旨 

２．「危機に晒される水田農業と生き物たち」 

地球環境の悪化と水田つぶしの政策や農村の無人化で、水田の生き物たちにも危機が迫る 
             NPO 法人⺠間稲作研究所 理事⻑ 舘野廣幸 
 
（１）稲作の歴史と日本の社会・文化 

日本の歴史の中で稲作が定着したのは、地球環境の寒冷化への人間の生存するための対
応であった。水田稲作は狭い国土においても生産力と持続性の高い農業であった。日本の
歴史と文化は稲作によって培われてきたと言える。 
（２） 稲作が育む多様な生き物たち 
 多様な恵みを持つ水田が、米の生産場所としてしか意識されない時代になったことで、
化学肥料と農薬が蔓延した。水田を生物や人間や地域の暮らしを支える場として捉えるな
らば、農村はもっと豊かになれる。 
 本来の農業基本法は、こうした農業と農村の理想を掲げ、そうした地域の農業環境を創
りそして守る農業者や農村の生活者の地位の向上と国⺠すべてが農に取り組める社会の実
現を掲げるべきであろう。 
（３） 最も永続可能な農業としての水田稲作 

日本列島に出現する巨大な湿地としての水田は、狭峻な日本列島を生物豊かなしている。
すなわち水田は河川によって森や海とつながり、互いに連携して存在する。その連携を
分断するような河川の改造やコンクリート化は、稲の養分循環システムを壊し、外部肥
料に依存する非永続的な農業となり、水田を支える生態系が失われている。 

（４）危機に晒される水田と稲作 
 そうした農業・農村の環境が人間の過度の経済とエネルギー依存生活によって破壊され
ようとしている。過剰なエネルギー社会が生み出す排熱は、地球の気候を不安定化し、季
節的循環を壊し、その最大の被害は農業が受ける。異常な高温は生物の生存域を脅かし、
自然界の生態的均衡を崩し、特定生物の異常な発生や消滅が起こる。 
 近年のカメムシ類の大発生がそれである。昆虫類だけでなく植物や微生物類への影響も
甚大で、都市化や畑地化の拡大が温室効果に拍車をかける。国はメタン発生源として水田
が問題視されて水田の畑地化や強度の中干を勧めているが、本末転倒である。 
 農村や農業者の減少を、「スマート農業」と称される IC 化と無人化で代替しようとする
政策が進められている。ロボットによる無人農業が生態系や農村文化を育むのだろうか。 
農作業を単なる労働として捉えてはならない。農作業は単なる生産ではなく生命を育成す
る創造活動である。 
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４．中間見直し「田んぼ 2030 プロジェクト」 

金井 裕（ラムサール・ネットワーク日本共同代表） 

 
田んぼの生物・文化多様性 2030 年プロジェクトのキックオフ集会が 2021 年 12 月に小山市で開催され
てからちょうど 3 年が過ぎました。この間にはコロナウイルス感染症の影響で遅れていた昆明・モント
リオール生物多様性枠組が 2022 年 12 月に採択され、これを受けて 2023 年 3 月に農林水産省生物多様
性戦略、生物多様性国家戦略が策定され、保護地域の拡大のための自然共生サイトの認定や生物多様性
の回復へ向けた様々な官⺠連携の仕組みが動いています。ここでは、３年間の間で実施した事業を振り
返り、2030 年に向けての活動を考えて行くことにします。 
 
１．水田目標 2030 と昆明・モントリオール生物多様性枠組の関係の整理 

キックオフ集会で掲げた田んぼ 2030 プロジェクトの水田目標 2030 は、昆明・モントリオール生物多
様性枠組の目標（KM 目標）決定に先行して策定しました。そこで、2023 年の 8 月にワークショップを
行い改めて、水田目標と KM 目標の対応関係を確認しました。 
 
２．重要課題の検討 
 ワークショップでは、現在の社会状況などから、重要と考えられる課題を下記のように抽出しました。 
 

１）生物多様性の保全・回復にとって重要な農法や農地のあり方 
現代の稲作において、田んぼの生きものを保全するだけでなく、回復を図るために必要な農法、

農地構造、農地管理はどのようなものなのかがまず必要です。 
 

２）温暖化・気候変動対策と水田の生物多様性との関係 
温暖化・気候変動による自然・社会への影響が大きく取り上げられ、とりわけ温室効果ガス減少

を主とした温暖化対策が進められています。しかし、水田におけるメタンガス発生抑制のための中
⼲延⻑が大々的すすめられるなど、生物への悪影響がしてきされます。田んぼにおいてどのように
温暖化・気候変動対策を行うのが良いか考える必要があります。 

 
３）農地を保全・保護地域として組み込んで行くためにどうしたら良いか 
 生物多様性を活かした、あるいは配慮した田んぼを、保護地域の一つとして社会に認知されるこ
とは、農家にははげみになり、消費者にとってはその農産物の購入が生物多様性保全への貢献とな
ります。自然共生サイトへの認定など、保護地域の仕組みに組み込んでゆくことを進めて行きたい。 
 
 
 
 



３．実施事業振り返り 
１）ミニフォーラム開催：2024 年 7 月までに 7 回開催 
２）田んぼだより 2030 発行：024 年８月までに 8 号発行 
３）ラムサール条約 COP14 サイドイベント開催：2022 年 11 月 

環境省、農水省、韓国政府、FAO 等と共同で「持続可能な湿地生態系としての水田と人々のための
行動」を開催 
https://tambo10.org/archives/1893 

４）水閘管理実験 
農家が誰でも取り組むことができる生きものの生息環境改善方法として、冬季に排水栓を閉めるこ
とを提唱するための実証実験。2022 年 12 月より宮城県にて伊豆沼農産と協力農家の協力で開始、
継続中 

５）水田決議円卓準備会 
2008 年の水田決議採択時より、決議の実現のために環境省、農林水産省、国土交通省と開催してい
る情報・意見交換会。2024 年 10 月で第 103 回を迎えた。 

 
●ミニフォーラム一覧 
・第１回「田んぼと生物・文化多様性： なぜ生物多様性が文化の多様性を守るのか」2022 年 8 月 19 日
古沢広祐氏（國學院大學 客員教授） 約 70 名参加、 
・第２回「田んぼと生物・文化多様性： 魚のゆりかご水田をはじめとする琵琶湖と共生する滋賀の農林
水産業」2022 年 10 月 14 日 ⻘田朋恵氏(滋賀県 ここ滋賀所⻑)、約 50 名参加 
・第３回「田んぼと生物・文化多様性：世界農業遺産「大崎耕土」の生物文化多様性を探る」2023 年 1
月 27 日、車田敦氏（宮城県大崎市教育委員会事務局文化財課課⻑補佐）、舩橋玲⼆氏（NPO 法人田ん
ぼ理事⻑）、約 40 名参加。 
・第 4 回「田んぼの OECM/自然共生サイトへの登録~その可能性と課題~」2023 年９月 22 日蒲地紀幸
氏（環境省自然環境局自然環境計画課）、舘野廣幸氏（⺠間稲作研究所 理事⻑）約 50 名参加。 
・第 5 回「水田における生物多様性保全事業の効果」2023 年 12 月 15 日片山直樹氏（農研機構）約 50
名参加。 
・第 6 回「生物多様性を向上させる農法を学ぶ〜不耕起栽培〜」2024 年 2 月 28 日に金子信博氏（福島
大学教授）のを講師としてを開催し、約 80 名参加。 
第７回「台湾の自然資源を活かした多様な水田農業〜原住⺠、産、官、⺠などが協働した伝統的農法と
生物多様性の維持、回復をめざす取り組み〜」呉地正行（ラムネットＪ理事/日本雁を保護する会会⻑）、
舩橋玲⼆（ラムネットＪ理事/NPO 法人田んぼ理事⻑）、約 40 名参加 
 
 
 



 
 
 
 
 

水田目標2030－昆明・モントリオール生物多様性枠組対照案
水田目標　内 容・行動 K-M GBF行動目標（道家簡略版）

行動目標10：農業、養殖業、水産業、林業地域の長期的な持続

可能性と生産性を確保する

T.1 流域の生物多様性の向上
行動目標1：地球上のすべての地域に生物多様性の配慮を拡げ、
重要な自然の損失をゼロに近づける

T. 2 田んぼの生態系の回復・再生と、未来への継承
行動目標2：損なわれた自然の30％を回復させる

T. 3 田んぼの生物多様性を育む農業システムの管理下への組み込み
行動目標3：陸・水・海の30％を人と自然の共生する地域とし
て守り、管理する

T. 4 田んぼの生きもの保全・回復

行動目標4：絶滅危惧種を守るための緊急の行動（と、人と野生

動物の衝突回避を進める）

行動目標5：生物の捕獲や取引を持続可能にし、違法・過剰な利

用をなくす

T. 5 田んぼの生きものの遺伝的多様性の保全・回復
行動目標13：遺伝資源から得られる利益の公正公平な配分のた
めのあらゆるレベルの施策を展開する

T. 6 人と生きものとの共生
行動目標4：（絶滅危惧種を守るための緊急の行動と、）人と野

生動物の衝突回避を進める

T. 7 田んぼの外来生物への対策
行動目標6：外来種の侵入を突き止め、侵入と定着を半減させる

T. 8 稲作による汚染・環境負荷の低減
行動目標7：プラスチック汚染減らし、過剰施肥と農薬のリスク
を半減させる

T. 9 田んぼを通した気候変動対策
行動目標8：自然に根差した解決策で気候変動の緩和と適応を推
進し、気候変動対策による自然破壊を最小化する

T.10 伝統的農法・水管理の再評価と田んぼの生きもの利用促進
行動目標9：自然資源を持続可能に管理し、特に脆弱な人々への
自然の恵みを確保する

T.11 田んぼの機能を活用した災害被害の低減と回復（★テキスト修正）
行動目標11：あらゆる人々に必要な、水・空気・土や自然の調
整機能を守る

T.12 都市環境保全と田んぼとの連携
行動目標12：都市の緑地や親水地域を増やし、都市住⺠の健康
と幸福を高める

T.13 地域・風土に適応した品種の開発・保全
行動目標13：遺伝資源から得られる利益の公正公平な配分のた
めのあらゆるレベルの施策を展開する

T.14 田んぼの生物多様性保全政策の実施
行動目標14：開発、貧困撲滅、環境アセスなどあらゆる法律・
指針に生物多様性の視点を組み込む

T.15 田んぼの生物多様性保全を推進する企業活動の発展
行動目標15：企業や金融機関の行動や情報開示を支援し、企業
リスクを減らし、企業による行動を増やす

T.16 市民の価値観・行動の変革による生物多様性を育む農業の主流化
行動目標16：市⺠の持続可能な選択を増やし、⾷料廃棄の半減
や廃棄減少を進める法規制、情報提供を進める

T.17 バイオテクノロジーによる悪影響への対処
行動目標17：遺伝子組み換えの適正な管理・利用の能力をすべ
ての国が持つ

T.18 生物多様性を育む農業に有害な補助金の削減・改善
行動目標18：25年までに調査し、30年までに5000億円ドル以上
の負の補助金をなくす

T.19 生物多様性を育む農業支援の確保
行動目標19：あらゆる資源を集めて、毎年2000億ドル以上の実
施資金を生み出す

T.20 生物多様性を育む農業への地域の伝統・知識・経験の活用

行動目標20：実施のための能力向上、技術提供、科学技術の推

進と活用をはかる（★20は削除検討）

行動目標21：効果的な管理や運営と参加のための最新の知識・

情報を届ける

T.21 市民・NGOなどの政策・施策・事業など意思決定への参加の確保

行動目標22：情報、政策決定の参加、司法へのアクセスの機会

を、先住民、女性、ユースに確保する

行動目標23：行動目標達成のための意思決定や行動が、ジェン

ダー平等の中で実現する（全体にかかる）

T.22 国内外の組織・機関や団体との協働の推進



 

 

 

田んぼの生物・文化多様性は守ることができるのか？ 

〜田んぼの生物・文化 2030 プロジェクト実績報告会〜 

 

2024 年 11 月 23 日・24 日 

 

 

 

 

 

 

 

             

特定非営利活動法 人ラムサール・ネットワーク日本 

所在地：〒110-0016 東京都台東区台東 1-12-11 青木ビル 3F 

TEL/FAX：03-3834-6566 

電子メール：info☆ramnet-j.org （☆印は@に置き換えて入力：迷惑メール対策） 

 

 

この交流会は地球環境基金の助成を受けて実施しています。 

「田んぼの生物文化多様性 2030 プロジェクト」は以下の企業からのサポートをいただいてい

ます 

JA 全農・コープデリ事業連合・MS&AD インシュアランスグループ 

 

 

 


